
令和２・３年度 熊本県教育委員会指定 八代市教育委員会委嘱 

「熊本の学び」研究指定校  学力向上プロジェクト研究 

八代市立第一中学校 公開授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題 

『学びに向かう力』を備えた子供の育成 
～学びの質を高める授業づくりを通して～ 

学校教育目標 

一人一人が尊重され、みんなで響き合う学校 

スローガン 「夢実現」～笑顔と感動と一中プライド～ 

目指す生徒像 

夢の実現に向かって ともに学び合う 心豊かでたくましい生徒 

 
重点的に育成を目指す資質・能力 

自己を表現する力  学びに向かう力  自立に向かう力 

  

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上プロジェクトにおける目指す生徒像 

主体的に学び ともに学び合いながら 自己の向上を目指す生徒 

研究主題 

『学びに向かう力』を備えた子供の育成 
～学びの質を高める授業づくりを通して～ 

●学びの質が高まった授業 

①子供の問いを引き出し、子供が単元を通してわくわくしながら意欲的に学びに向かう授業 

②子供が「見方・考え方」を働かせることを通して、深い学びにつなげることができる授業 

③教師の積極的なコーディネートにより子供が学び合うよさを実感している授業 

④単元・題材で身に付けた資質・能力を子供が次の学習や実生活に生かすことができる授業 

 

●学びの質を高める授業に向け教師が意識すること 

①子供がなぜ、おそらくなどの疑問や予想を持つ導入ができているか（視点① 導入の工夫） 

②これまでの学びを生かし、子供が持っている各教科の見方や考え方を働かせることができて

いるか（視点② 既有の知識・技能の活用） 

③自分や他者との対話によって、自分の考えを広げたり、深めたりできるように工夫しているか

（視点③ 対話的な学び） 

④まとめや振り返りの中で、本時で身に付けた力を実感できているか（視点④ 学びの実感） 

本校生徒の課題 

学びへの意欲 、挑戦する意欲 、自ら取り組む力 、自分の考えを伝える力 

重点的に育成を目指す資質・能力（「学びに向かう力」の面から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びに向かう力 

自ら取り組む力 見通す力 

粘り強く取り組む力 いかす力 

疑問や課題に対して予想し、道筋を立てる 課題を見つけ、解決に向かって取り組む 

学んだことを新たな学びにつなげる 試行錯誤しながら解決に向けて取り組む 

研  究  の  構  想 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「豊かな心」育成部会 
○議論する道徳の時間 

○心にしみる命の教育 

○自己有用感を育む集団づくり 

信頼される学校づくり部会 
○学習環境の整備 

○六校園(幼・小・中)との連携 

○保護者、地域との連携 

「健やかな体」育成部会 
○基本的な生活習慣の定着 

○安全教育、安全管理の徹底 

○健康教育、食育の推進 

「確かな学力」育成部会 
○基礎基本の確実な定着 

○対話的な学びの充実 

○学びの UD化と ICTの効果的な活用 

校長 

研究推進委員会 

【主題設定の理由】 
○令和３年度（2021 年度）から全面実施となる中学校学習指導要領では、実際の社会
や生活で生きて働く「知識及び技能」の習得、未知の状況にも対応できる「思考力、
判断力、表現力等」の育成、学んだことを人生や社会に生かそうとする「学びに向か
う力、人間性等」の涵養が求められている。特に、「何を学ぶか」だけでなく、「どの
ように学ぶのか」が示され、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善が
求められている。 

○県学力・学習状況調査の結果において、「学びへの意欲」や「自ら取り組む力」、「自
分の考えを伝える力」に課題があり、知識及び技能の習得はもとより、「学びに向か
う力」を育てることが喫緊の課題である。 

○支持的風土のある学習集団づくりを基盤としながら、主体的な学びに焦点化し、以下
の４つの視点を意識して「学びの質を高める」授業づくりを目指すこととした。 
 

【研究仮説】 
○学びを生かそうとする姿が生まれる単元デザイン、疑問や予想が生まれる導入の工
夫、対話的な学びによる協働的な学習の工夫、学びを深める練り上げや振り返りを意
識した「熊本の学び」に基づく授業を展開することで、子供の「学びに向かう力」が
高まるだろう。 

○日常の授業や学級活動、生徒会活動を通して、「支持的風土のある学習集団づくり」
を行えば、生徒の自己有用感が高まり、子供の「学びに向かう力」が高まるだろう。 

【研究の視点】 
「熊本の学び」に基づく、学びの質を高める授業改善 
Ⅰ 「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善 

Ⅱ 生徒の自己有用感を高める活動の充実 

研   究   組   織 

子供が 「問いを持つ」（視点① 導入の工夫） 

  「各教科の『見方・考え方』を働かせる」（視点② 既有の知識・技能の活用） 

「自分や他者との対話によって学びを深める」（視点③ 対話的な学び） 

「学びを今後に生かす」（視点④ 学びの実感） 



 

 

 

（１）単元デザインの工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単元終了時の生徒の姿（単元のゴールの姿・期待される姿） 

 読書をするときに、人の生き方、社会に対する自分の考えを持ちながら作品を読み、作品を通して自分の考え

をまとめたり対話したりして学んだことを、自己の向上に役立てようとする生徒。 

単元を通した学習課題 本単元で働かせる見方・考え方 
 描写をもとに、登場人物の人と人との関りや社会に

対するものの見方・考え方をつかんで、自分自身につ

なげよう。 

 描写をもとに、登場人物の心情を探りながら、「私」の

『故郷』に対するものの見方・考え方に着目して、自分

の考えを明確に持ち自分の考えと比べたり、他者の考え

から広げたり深めたりして言葉への自覚を高めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領に示された内容に基づく単元の目標、単元の評価規準をもとに子供

の実態を踏まえ、単元のゴールの姿を設定する。次の単元の学習や実生活に生か

そうとする姿を示す。 

設定した単元のゴールに迫るために、

日常生活や社会生活との関連や子供の

資質能力を育成するための学習活動を

意識した課題設定にする。 

学習指導要領に示された内容に基づ

き、単元で働かせる見方・考え方を 

具体的に表現する。 

【 単元を通した学習課題の例 】 

●いろいろな国について知るために、世界の国々ついての４ヒントクイズを作

り、クイズ大会で発表し、質問しよう。（３年英語） 

●体育館の天井の高さを、相似を使って求めよう。（３年数学） 

●戦争体験をした人の気持ちをイメージしながら、作品に込められた作者の思い

を推測して読み解こう。（３年美術） 

●いつかくるかもしれない八代地震(仮称）に備えよう。（２年理科） 

【 単元終了後の生徒の姿の例 】 

 

●友達に、世界の国々について伝えるために、相手に配慮しながら事実を整理

し意欲的に伝え合う生徒。（３年英語） 

●相似についての基本的な理解を深めるとともに、理解した内容や身に付けた

知識を利用し、実際に計測することが難しい高さや距離などを計算によって

求めることができる生徒。（３年数学） 

●郷土の作家である浜田知明の作品に興味を持ち、鑑賞するときに、周囲の多

様な見方、感じ方、考え方に触れながらこれからの時代や社会を生き抜く上

での自分なりの考え、感性を育もうとする生徒。（３年美術） 

●地震についての基本的な理解を深めるとともに、将来発生するであろう地震

の姿を科学的根拠を持ちながら予測し、それに対して適切な予防策をあらか

じめ立てることができる生徒。（２年理科） 

学 び の 質 を 高 め る 授 業 づ く り 



（２）対話的な学びによる協働的な学習の工夫 

 

           
 

 

 

 

 

（３）練り上げと振り返りの工夫 

 

  
 

 

 

 

 

（４）授業の焦点化・視覚化・共有化の工夫 

 

 
 

 

 

 

 

推測した作者の思いを出

し合い、共有する。互いの

感じ方の違いを実感する。

（３年美術） 

班で選んだ国の情報を地

図帳で確認し、班で協力

し、４ヒントクイズの作成

を行う。（３年英語） 

学習を振り返り、自分が理解で

きたことや学んだことと日常

生活とのつながり、疑問などを

自分の言葉で整理して、次の学

習につなげる。（３年理科） 

相似比を使い、実際に計測

した数値から体育館の高さ

を推測し求める方法につい

て共有する。（３年数学） 

学習課題に対して、各教科の見方・考え方を働かせてさまざまな視点から物事を

考えたり、協力して取り組んだりすることで対話の必要性や学び合いの良さを実

感しながら学習活動に取り組みます。 

学び合いの中で出た意見を全体で交流し、よりよいものに練り上げていく活動や

学習課題に対する「まとめ」とめあてに対する「振り返り」を通して、学びを自

分のものにできるように深めていきます。 

授業の導入時に本時の学習内容について焦点化するための資料を提示したり、

それぞれの場面に応じて視覚化や共有化を図るためにホワイトボードを活用し

たりして、学習のポイントを明確にし、学習内容の定着を図ります。 

導入場面で動画資料を活

用し、本時の学習で取り組

む内容について見通しを

持つ。（３年社会） 

班の意見を整理しながら、

各班の意見を視覚化する

ためにホワイトボードを

活用する。（３年社会） 



（５）ＩＣＴの効果的な活用 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（１）学びを支える学習環境づくり 

 

           
 

 

 

 

（２）生徒の主体的な学び 

 

         
 

 

 

 

身に付けたい力や生徒

達の学習の様子を掲示

し、育みたい力につい

ての意識を高める。 

ＯＢの先生方、３年部職

員を中心に学びをサポ

ートする「なるほど学習

会」を行っています。 

学習環境を整えるために、学年ごとの掲示板を設け、学年の取組や生徒の頑張り

を紹介する取組や重点的に育成を目指す資質・能力を掲示して、学びに向かう力

を意識する取組を行いました。 

３年生を対象とした「なるほど学習会」や生徒会主催の「放課後自習室」の取組

を行い、分からないところを質問したり、教え合いをしたりすることで学習に主

体的に取り組む姿が見られました。 

デジタル教科書や教師自作のスライド資料を電子黒板で提示する。また、生徒

がタブレット端末に入力したものを授業支援システムによって全体表示して、

班の意見を比較したり共有したりして、生徒の学習意欲を高めるとともに学習

内容の定着を図ります。 

テスト前の放課後に生

徒会が主催する自習室

を開放し、各自のペー

スで学習を進めます。 

放課後など生徒が先生

に質問するための場所

を確保し、気軽に学べる

ようにする。 

電子黒板を活用し、グラフ

から読み取れることや考

えたことを説明する。 

（１年数学） 

資料を貼り付け、班で話し

合ったことをタブレット

端末に入力し共有する。

（３年社会） 



（３）生徒の主体性を引き出す学級活動 

           
 

 

 

 

 

（４）自ら気付き・考え・実践する生徒会活動 

 

          
 

 

 

 

 

 

（５）学び方を学ぶ小中連携と家庭との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級会では、自分の意見

をワークシートに記入

し、発表します。 

すごろくトークなど一人

一人が活躍できる班活動

を行います。 

毎月の生徒会や各委員

会の活動テーマを掲示

し、全生徒で共有し、

活動に取り組みます。 

生徒朝会を生徒会で企

画運営し、委員会の発

表や全校生徒への呼び

かけを行います。 

班で、週直に取り組んだり日頃の学習に取り組んだりしています。また、定期

的に学級会を行うことで、各生徒がクラスの現状を改善するために主体的に行

動できるようにしています。 

生徒会執行部＋１５の委員会で生徒会活動に取り組んでいます。毎月、各委員

会で活動計画を立案し、生徒会体で共有した上で、各委員会で取り組んでいま

す。昨年度から定期的に生徒会主体の生徒朝会を行っています。また、今年度

は、テスト前に学び合いの場（自習室）を設置し、学力向上に努めています。 

一中校区の６つの幼・小・中で連携を図る六校園を開催し、小学校と合同であ

いさつ運動を行ったり、系統性を持たせた人権学習を計画したりしています。

また、家庭との連携では健康カレンダーで生活リズムを見つめ直したり、一中

ＳＮＳ宣言で我が家のルールを決めたりして家庭との連携を図っています。 

小中合同の朝のあいさつ

運動に自主的に参加し、

活気あるあいさつを行っ

ています。 

生徒総会で採択された SNS

宣言文に我が家のルール

を加え、意識して行動で

きるようにしています。 



 

 

クラスや友達の間で話し合いをするとき、自分の意見を積

極的に発言する方ですか。 

自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立

てなどを工夫して発表していると思いますか。 

  

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取

り組んでいると思いますか。 

授業で学んだことを他の授業や日頃の生活に生かしていま

すか。 

  
話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたり

することができていると思いますか。 

授業やクラスの役割で、先生や友達から期待されている、

頼りにされていると感じることがありますか。 
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研究成果と今後の方向性 
これまで、研究テーマ「『学びに向かう力』を備えた子供の育成」のもと、チーム

一中として共通実践してきた。授業や活動の中では、自分自身の役割を自覚したり

自分自身のよさに気付く場面が増えたりして、自己肯定感の向上が見られるように

なってきた。また、ペア活動や班活動を積極的に取り入れることで、教え合いや伝

え合い、学び合いの機会が増え、その中で自ら課題解決に向けて取り組む姿勢も見

られるようになってきた。自分の考えをよりよく伝えようとする生徒も増えつつあ

り、考えの拡充や深化にもつながってきていると考えられる。 

しかしながら、話合いの中で積極的に発言したり工夫して発表したりしている生

徒は半数程度であり、対話的な学びによる協働的な学習については十分とは言えな

い。このため、根拠を持って自分の考えを伝え合い、振り返る活動などを通して学

びを深めていくことが重要であると考える。 

今後、これまでの取組をもとに、実践をより確かなものとするために、学校総体

として「学びの質を高める授業づくり」をより具体化していきたい。 

「学びのアンケート」から見た研究の検証 

よく まあまあ あまり まったく 


